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左右の向きに注意してください。 左右共通の部材です。 上下の向きに注意してください。 前後の向きに注意してください。

23．屋根パネルの取付

屋根パネル前
屋根パネル後

鼻隠し後固定板

（図②③）
（図①）

鼻隠し後固定板

一般型：2ヶ所
豪雪地型：全ヶ所

一般型：2ヶ所
豪雪地型：全ヶ所

梁左

屋根パッキン

桁後

屋根パネル
ホコリの侵入を防ぐため、屋根パッキンを
桁後と屋根パネルのつなぎ目に押し込み
ます。(妻板左のスキマに入らない場合は
カットしてください)
※妻板右・梁中の左側は、スキマが小さい
   ので不要です。

（※結露軽減材ナシの場合）
 屋根パッキンの取付
(屋根パネルを固定する前に取り付けてください)

※妻板左のスキマに入らない場合
カットしたパッキンを妻板左の
スキマへ押し込む

ハサミやカッター
で切る

N×4個
N×5個

数

12個
9個

10個
11個 13個

数
間口2130
間口2630

機　　　種
間口4760 間口5760
間口5260 間口6260

間口6760
機　　　種

N×7個間口3630
N×6個間口3130

機　　　種 数 数機　　　種 数機　　　種

鼻隠し後固定板

桁後

図①

両端から
　　　2枚目
　　　3枚目(間口3630mmの機種)
　　　※豪雪地型は全部の角穴

①桁後の両端から屋根2枚目（間口3630mmの機種は3枚目）の角穴に、鼻隠し後
　固定板を2個差し込みます。（図①）
　※豪雪地型の場合は、全部の角穴に差し込みます。（追加の鼻隠し固定板は別梱）
②屋根パネル後を梁左から順にのせ（図②）、桁後に引き寄せます。
　※結露軽減材付きの場合は、屋根パネルに結露カバーCを取り付けてからのせます。
　※結露軽減材ナシの場合は、屋根パネルをのせた後、屋根パッキンを取り付けます。
③屋根パネル後をM6ボルトで桁後・母屋中央に取り付け、屋根パネル後の段の上
　にコーキングを打ちます。（図③）
④屋根パネル前を梁左から順にのせ（図②）、桁前に引き寄せます。
　M6ボルトで桁前・母屋中央に取り付けます。
⑤残りの母屋中を取り付け、屋根パネルをM6ボルトで取り付けます。

山の小さい方

山の大きい方

梁左

図②

コ
ー

キ
ン

グ

屋根パネル後の段

図③

屋根パネルの山の小さい方に、結露カバーＣ
をはめ込みます。

（※結露軽減材付きの場合）
 結露カバーＣの取付

結露カバーC

※
屋

根
パ

ネル
補

強
の

両
端

を基
準

に！

屋根パネル補強屋根パネル補強
結露軽減材

※結露軽減材は傷や汚れがつきやすいので、
   指等で強く押さえないよう扱いには十分ご注意ください。

結露カバーC

結露軽減材

断面図

屋根パネル後の段の上に
コーキング



（図②）

（図①）（図①）

鼻隠し後右

鼻隠し後左
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左右の向きに注意してください。 左右共通の部材です。 上下の向きに注意してください。 前後の向きに注意してください。

25．鼻隠し前の取付

26．鼻隠し後の取付

桁前のつなぎ目の角穴に、鼻隠し前取付板のベロを引っかけM6ボルトで取り付ます。
次に鼻隠し前左【鼻隠し前中】鼻隠し前右の順に屋根にかぶせM6ボルトで取り付け
ます。

図②

図①

梁中カバー取付板

鼻隠し後取付板

図①梁中後屋根板に、鼻隠し後取付板と梁中カバー取付板をM6ボルトで取り付けます。
次に鼻隠し後右を屋根にかぶせ、下図のようにM6ボルトで鼻隠し後固定板に取り
付けます。【鼻隠し後中】鼻隠し後左も同様に取り付け、後面のM6ボルトを取り
付けます。
※○印のボルトにボルトキャップを取り付けてください｡
※豪雪地型は 　 部も留めてください。

鼻隠し前左

鼻隠し前右

鼻隠し前取付板

（図②）

（図①）（図①）

図②

M６ボルト=(N-1)×5+6本

M６ボルト=18本
ネジ板= 8枚

24. 妻板の取付
妻板右前を梁右前にかぶせ、庫内側からM6ボルトとネジ板で固定します。
次に妻板右後を梁右後にかぶせ妻板前とM6ボルトで取り付け、庫内側から
M6ボルトとネジ板で固定します。
※妻板左も同様に取り付けます。

妻板右後

妻板右前

梁右前

梁右後

（図①）

梁にかぶせる

妻板

断面図

図①
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シャッターカバー

シャッターレール左

シャッターレール右

20

左右の向きに注意してください。 左右共通の部材です。 上下の向きに注意してください。 前後の向きに注意してください。

32. シャッターカバー・ボルトキャップの取付･柱の埋め込み

33. シャッター錠押えの取付・保管ケースの貼付【完成】

シャッター
錠押え

ラッチ

ボルト
キャップ

中からシャッター施錠し、シャッター錠押えをシャッターレールの角穴からラッチ
にかませ、テクスネジで取り付けます。
※土間コンクリートを打つことによって、施錠高さ(ラッチ位置)が上がる可能性があるため、
　 シャッター錠押えの下部にラッチをかませてください。
最後に保証書・取扱説明書・組立説明書を保管ケースに入れて、庫内シャッター横
の壁パネル面（高さ1.5ｍくらい）に貼り付けてください。

シャッター錠押え

ビスを外す

シャッターを
少し下ろす

シャッターストッパーゴムを
取り付ける

水切りスラット

φ4×10テクスネジ＝N×4本

M６ボルト＝N×8本

31. シャッターレール・レール止め板の取付
シャッターレール上部にレール止め板をたたき込みます。次にシャッターレールを
柱前に内側からM6ボルトで取り付けます。

シャッターカバーをM6ボルトで取り付け、シャッターの水切りスラットを止めているビスをはずし、
シャッターストッパーゴムを取り付けます。次に外部のM6ボルトの頭にボルトキャップを取付けます。
シャッター梱包内のチェックリストを用いて、間口寸法と柱前の垂直・通り（豪雪地型の場合は豪雪柱の建ち）
を確認し、コンクリートを打ち込みます。

M６ボルト＝N×6本
シャッターストッパーゴム=N×4個

レール左

レール止め板左

シャッター

レール

柱前左

シャッター

シャッター
レール

シャッター
レール



この時、ピンは
絶対にはずさ
ないでください。
※スラットが激し
く回転して、大ケ
ガをする恐れが
あります。

警告
１.本体ブラケットの取付

柱前右

シャッター

本体ブラケットのツメを柱前の角穴に入れ、左右交互
に持ち上げます。
※安全のため、ツメが角穴に入ったのを確認しながら徐々
に持ち上げてください。
ツメが１番上の角穴に入ったら、M6ボルトでブラケッ
トと共締めし、柱に固定します。

２. スラットの取り出し
本体ブラケットに巻きつい
ているスラットを、屋外側
に取り出します。
※1ガイド部とスラットが接触
　　して傷付かないようガイド
　　部を養生してください。

ラベル「本ス」(電動の場合は「スA」)

※ラベルがある方が上になります。
　 ラベルがあるスラットの両端部カシ
　 メのどちらかをつぶしてください。

※本体ブラケットのひも
   （テープ）は1.本体ブラ
   ケットの取付の後に
   外すと作業しやすく
   なります。

次に、本体スラット(電動の場合は｢スラットA｣)を横から差込みます。

本体スラット(電動の場合はスラットA)

シャッター組立説明書 CS・SM色(三和シャッター製)

カシメ部

本体ブラケット

M6ボルト

カールしている部分に
差し込みます。

※鋼材切断端部が露出している部品があります。
　組立時は必ず手袋等の保護具を着用してください。
※手動シャッターの場合、本体ブラケットに巻いて
　ある｢本体スラット｣をはずしてから組み立てを
　はじめてください。

●CS･SM色
　 の場合

カシメ部(円筒状に出ている部分)をつぶす

カシメ部断面

裏面につづく

３. 本体スラットの取付

差込み終わったら、つぶしたカシメを元に戻し(カシメなおし)ます。シャッターが左右にずれないか確認して
ください。
※カシメを忘れると、シャッターの使用中にスラットが片寄り、開閉に支障が出る等の不具合の原因になります。

※2③の時にピンが庫内側か
     ら見えることを確認しくだ
     さい。この時にピンが見え
     ないとシャッターの組立が
     できなくなります。

ガイド部

本体スラット(電動の場合はスラット梱包内の｢スラットA｣)のラベルの付いている方のスラット両端部カシメの
うち、片方を専用のヤットコ又はプライヤー等でつぶします。
※スラットを差し込む方向に合わせ、どちらか一方のカシメをつぶしてください。本図はガレージに向かって右側から差し
　 込む場合を示します。

※2

①

②

③

断面図

ガイド部
※1

ピン

( 養生 )

ひも（テープ）

本体ブラケット

本体スラット

この時、柱とスラットが接触
して傷付かないように養生
してください。注意

GRN3_1605A



柱前右

水切り

ビス

※一旦はずしてから
水切りと共締めします。

４. スラットA･B･Cの取付
残りのスラットも同様に取り付けます。手動の場合は
A･B･C、電動の場合はB･Cの順に取り付けます。各ス
ラットの上側にはそれぞれ｢スA｣、｢スB｣のラベルが
貼り付けてあります。

５. シャッターカバーの取付
ブラケットを止めているボルトを一旦はずし、シャッタ
ーカバー取付板が垂直になるようにM6ボルトでブラケ
ットと共締めした後、シャッターカバーを取り付けます。

シャッターカバー取付板

シャッターカバー

６. ピンの取りはずし ７. シャッターの巻き上げ
巻取部を手で回しながらゆっくりとシャッターを巻上
げます。この時、ガイド部にスラットが引っかかるの
で、内側から押しながら巻き上げてください。
※巻き上げるに従いバネによ
　 る巻上げが強くなりますの
　 で、かならず二人以上で作
　 業してください。
※シャッターが片寄らないよう
　 に（シャッターとブラケットと
　 のスキマが左右均一になる
　 ように）木片等で調整しなが
　 ら巻き上げてください。

８. シャッターの固定
ブラケットに止めてあるビスを一旦はずし、水切りと共
に再度取り付けます。※ビスは両端部にあります。
必ず両側のビスを固定しなおしてください。

９. シャッターカバーの取り外し
組立順序の関係上、一旦シャッターカバーを取り外し
ます。その後、本体組立説明書に従って、本体の組み
立てを続けてください。
※必ず8.シャッターの固定で
   ビスが水切りを固定している
   ことを確認した上でシャッター
   カバーを取り外してください。

CS･SM色の場合は左右両側２ヶ所の黄色の｢　  警告｣
シールをはがし、その下にあるピンを抜きます。
ピンは、L字形状です。
※ピンが抜けにくい場合は、スラットを少し回転させながら
　 ピンがゆるむポイントを探ってください。

その他の割りピン等は絶対に
はずさないでください。
※スラットが横ずれして開閉で
きなくなることがあります。注意

このビスは必ず
取り付けてください。
※スラットが激しく回
転して大ケガをする
恐れがあります。

警告

水切り(アルミ製)

※最後のスラットCには、
　 ラベルはありません。
　 水切りがある方が下側
　 となります。

少し回転させる

●CS･SM色
　 のピン

ピンを抜く

ブラケット

シャッター

柱前
ブラケットとのスキマ

内観図

断面図

ガイド部

引っかから
ないように
押す

巻取部

シャッターカバーを付けないと、
スラット巻上げ時にアテとなる
ものがない為危険です。注意

（両側2ヶ所）

電 動

シャッターカバー

電動シャッターの場合は
電動スイッチを引き電動モード
に切り替えてからリミット設定
へお進みください。



この時、ピンは
絶対にはずさ
ないでください。
※スラットが激し
く回転して、大ケ
ガをする恐れが
あります。

警告
１.本体ブラケットの取付

柱前右

シャッター

本体ブラケットのツメを柱前の角穴に入れ、左右交互
に持ち上げます。
※安全のため、ツメが角穴に入ったのを確認しながら徐々
に持ち上げてください。
ツメが１番上の角穴に入ったら、M6ボルトでブラケッ
トと共締めし、柱に固定します。

２. スラットの取り出し
本体ブラケットに巻きつい
ているスラットを、屋外側
に取り出します。
※1ガイド部とスラットが接触
　　して傷付かないようガイド
　　部を養生してください。

手動（高さH・J・J高）
手動（高さS）
電動（高さS・H・J・J高）

：ラベル「本ス」
：ラベル「スA」
：ラベル「スA」

※ラベルがある方が上になります。
　 ラベルがあるスラットの両端部カシ
　 メのどちらかをつぶしてください。

※本体ブラケットのひも
   （テープ）は1.本体ブラ
   ケットの取付の後に
   外すと作業しやすく
   なります。

次に、本体スラット(スラットA)を横から差込みます。

本体スラット(スラットA)

シャッター組立説明書 UG・SW・SG色(文化シャッター製)

カシメ部

本体ブラケット

M6ボルト

カールしている部分に
差し込みます。

※鋼材切断端部が露出している部品があります。
　 組立時は必ず手袋等の保護具を着用してください。
※手動シャッター(高さSタイプを除く)の場合、本体
　 ブラケットに巻いてある｢本体スラット｣をはずして
　 から組み立てをはじめてください。

裏面につづく

３. 本体スラットの取付

差込み終わったら、つぶしたカシメを元に戻し(カシメなおし)ます。シャッターが左右にずれないか確認して
ください。
※カシメを忘れると、シャッターの使用中にスラットが片寄り、開閉に支障が出る等の不具合の原因になります。

※2③の時にピンが庫内側か
     ら見えることを確認しくだ
     さい。この時にピンが見え
     ないとシャッターの組立が
     できなくなります。

「本体スラット」または「スラットA」のラベルの付いている方のスラット両端部カシメのうち、片方を専用の
ヤットコ又はプライヤー等でつぶします。
※スラットを差し込む方向に合わせ、どちらか一方のカシメをつぶしてください。本図はガレージに向かって右側から差し
　 込む場合を示します。

※2

①

②

③

断面図

ガイド部
※1

ピン

( 養生 )

カシメ部(半球状に出ている部分)をつぶす●UG･SW･SG色
　 の場合

カシメ部断面

ガイド部

GRN4_2010C

ひも（テープ）

本体ブラケット

本体スラット

この時、柱とスラットが接触
して傷付かないように養生
してください。注意



シャッターカバー

少し回転させる

ピンを抜く

柱前右

水切り

ビス

※一旦はずしてから
水切りと共締めします。

４. スラットA･B･Cの取付
残りのスラットも同様に取り付けます。
手動(高さH・Jタイプ)の場合はA･B･C、
手動(高さSタイプ)と電動の場合はB･C
の順に取り付けます。各スラットの上側にはそれぞれ
｢スA｣、｢スB｣のラベルが貼り付けてあります。

５. シャッターカバーの取付
ブラケットを止めているボルトを一旦はずし、シャッタ
ーカバー取付板が垂直になるようにM6ボルトでブラケ
ットと共締めした後、シャッターカバーを取り付けます。

シャッターカバー取付板

シャッターカバー

６. ピンの取りはずし ７. シャッターの巻き上げ
巻取部を手で回しながらゆっくりとシャッターを巻上
げます。この時、ガイド部にスラットが引っかかるの
で、内側から押しながら巻き上げてください。
※巻き上げるに従いバネによ
　 る巻上げが強くなりますの
　 で、かならず二人以上で作
　 業してください。
※シャッターが片寄らないよう
　 に（シャッターとブラケットと
　 のスキマが左右均一になる
　 ように）木片等で調整しなが
　 ら巻き上げてください。

８. シャッターの固定
ブラケットに止めてあるビスを一旦はずし、
水切りと共に再度取り付けます。
※ビスは両端部にあります。必ず両側のビスを固定し
　 なおしてください。

９. シャッターカバーの取り外し
組立順序の関係上、一旦シャッターカバーを取り外し
ます。その後、本体組立説明書に従って、本体の組み
立てを続けてください。

※必ず8.シャッターの固定で
　 ビスが水切りを固定している
　 ことを確認した上でシャッター
　 カバーを取り外してください。

・電動モードになっていることを
　確認し、リミット設定を行なって
   ください。

（電動モードでは手動で
 シャッターが動かなくなります。）

UG･SW･SG色の場合は内観左側1ヶ所の｢　  警告｣
シールをはがし、その下にあるピンを抜きます。
ピンは釘形状です。
※ピンが抜けにくい場合は、スラットを少し回転させながら
　 ピンがゆるむポイントを探ってください。

その他の割りピン等は絶対に
はずさないでください。
※スラットが横ずれして開閉で
きなくなることがあります。注意

このビスは必ず
取り付けてください。
※スラットが激しく回
転して大ケガをする
恐れがあります。

警告

水切り(アルミ製)

※最後のスラットCには、
　 ラベルはありません。
　 水切りがある方が下側
　 となります。

ブラケット

シャッター

柱前
ブラケットとのスキマ

内観図

断面図

ガイド部

引っかから
ないように
押す

巻取部

シャッターカバーを付けないと、
スラット巻上げ時にアテとなる
ものがない為危険です。注意

電動モード 手動モード

※電動シャッターの場合は、
  (別紙)ワイヤー固定金具組立説明書の指示に従って、
　 手動に切り替えてから組立をしてください。

●UG･SW･SG色
　 のピン

※電動シャッターの場合

・ワイヤー固定金具を取り外し、
　本体の組立を行なってください。


